
滋賀大学 データサイエンス学部

学部長 椎名洋

滋賀大学におけるDS人材育成の取り組み
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滋賀大学データサイエンス学部のあらまし
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2016年：データサイエンス教育研究センター

2017年：データサイエンス学部
(定員100名)

大学院DS研究科
2019年：修士課程 (定員20名→50名)

2020年：博士課程 (定員3名)

データサイエンス教育研究拠点

日本初の「データサイエンス」という名称の学部 
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2021年3月に1期生
2023年3月に3期生

早期
設置
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9学生数の伸び
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教員数の伸び

334件(累積)
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組織としての拡大 



滋賀大データサイエンス学系
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DS学部・研究科
28名

DS・AIイノベーション
研究推進センター

22名
＋

(４割が派遣社会人) 

企業連携延べ300社以上
(契約中60以上)

学部生100名×4
院生50名×2

雇用



データサイエンス教育の方法
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データサイエンスとは ー滋賀大の考えー
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統計学 情報学

ドメイン
知識

データ  

価値創造  



滋賀大におけるデータサイエンスカリキュラム

データ
収集・

加工・処理
（データ

エンジニアリング）

理系的

データ
分析・解析

（データ
アナリシス）

PBL演習

（価値創造の練習）

文系的な知識も理系的

情報学 ＋ 統計学 ＋ PBL演習

文理融合分野
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課題解決型演習（PBL）の難しさ
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PPDACサイクル 

大学の内部にない

大学の内部にない

データサイエンス自体は道具。

特定領域の学問分野（物理・化学・生物・経済・人文）に「問題」も
「データ」もある。



課題解決型演習（PBL）の難しさ

10

PPDACサイクル 

企業・自治体からもらう

企業・自治体からもらう

データサイエンス自体は道具。

特定領域の学問分野（物理・化学・生物・経済・人文）に「問題」も
「データ」もある。

企業・自治体との連携が必須



データ駆動型PBL演習

価値創造系科目

データエンジニアリング
系科目

データアナリシス系科目

調査系科目11



新カリキュラム
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滋賀大学DS学部２０１７～２０２０までのカリキュラム



ＡＩ人材教
育の推進

プログラミング技
術と統計数理を
丁寧に指導

応用領域の講
義・演習を拡充

学内・企業連携の
強化

ＡＩ人材教
育の推進

注）赤字は必修科目、
「演」は演習がセット
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現在のカリキュラムはどう変わったか



「データサイエンス特論B（生成AIの理論と活用）」シラバス詳細

理論編

第２回 生成AIを支える理論（全6回）
(Key word) Transformer, 自己注意機構, 注意機構, Encoder-Decoder, 系列変換器, 埋め込みベ
クトル, AutoEncoder, VAE, 拡散モデル, 敵対的生成ネットワーク,  CLIP, , PyTorch, wave2vec2, 対
照学習

～

第７回

第１回 ガイダンスと生成AIの活用事例紹介

活用編

第８回 生成AIの活用実習（全4回）
LLM を使用して課題レポート作成, 論文調査,志望理由書の作成,アイデアの可視化のための
メディアデザイン,絵本作成（創作）

～

第１１回

第１５回 生成AIにまつわる諸問題
(Key word)著作権,個人情報,差別, ディープフェイク, プライバシー, セキュリティ

第１２回 成果物発表会 （+ ゲスト講義）
活用実習のまとめ
- 生成AIが真実を語っていると鵜呑みにしない姿勢
- AIにやらせる部分と人間が関与する必要がある部分の判断

～

第１４回



データエンジニアリング系科目

授業の特徴
• プログラミング系の授業は，講義と演習をセットで実施

• プログラミング１・２は必修（Python）

• データベース（SQL）を扱う授業もあり

授業科目の例
• プログラミング１・２・３(Java)・４ (Python, Java)

• マルチメディア処理入門，ソフトウェア設計

• プログラミング，データベース

• 情報ネットワーク，情報セキュリティ，情報理論など
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データアナリシス系科目

授業の特徴

• 統計関連の科目は，１年生から２年生春学期までに数学的な素養と統計解
析の基礎を身に着けるように設計．

• ２年生秋学期からは様々なアドバンストな分析手法を選択．

授業科目の例
• 基礎データ分析，統計学要論，回帰分析

• 解析学，線形代数，統計数学

• 基礎統計活用演習A・B（R）

• 統計活用演習A（SPSSなど）・B（SAS）

• AI・機械学習，テキストマイニング，実験計画法，ベイズ理論，生存時間解析など．
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価値創造系科目

文理の様々な領域のデータを扱う講義と演習(3年生)

３単位科目群 ２単位科目群
マーケティング論・演習 ビジネス思考力
医療統計論・演習 環境・交通・都市政策論
教育社会論・演習 気候・気象データ分析
心理分析論・演習 防災空間分析
画像処理論・演習 空間計量経済分析
音声データと対話システム論・演習 保険戦略論
バイオインフォマティクス論・演習
公的統計論・演習
人工知能論・演習
生物・経済データと因果分析 17



データ分析の「問題提起→データ収集→分析→発表」を体験することが目的

18

データ駆動型PBL演習

統計分野 情報分野 応用分野

統計的データ解析 経営情報システム開発 バイオインフォマティクス

統計的因果推論 高度交通システム 分子シミュレーション

医学統計 モバイルネットワーク 社会調査

代数統計 医用画像解析 ビジネスアナリティクス

多変量解析 脳・中枢系情報処理 統計調査

深層学習 音声データ処理 災害対応支援システム

確率過程 動画像処理，仮想現実 経済統計，人口統計

DS入門演習(1年生)， DS応用演習 (2年生)，ゼミ (3年生，4年生)



調査系科目

授業の特徴

• 社会調査の理論と方法，標本調査の統計数理といった基礎知識を背景とし
て，３年生では１年間の社会調査実習を行うことで，調査のスキルを習得す
る

• 規定の科目の単位をとることで社会調査士資格を取得

授業科目の例
• 社会調査法Ⅰ・Ⅱ（質問紙調査とインタビュー調査の理論と方法）

• 標本調査法（標本の抽出方法，質問票のレイアウトなど）

• 社会調査実践演習Ⅰ・Ⅱ（通年の調査実施）
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学生の多様な興味に答えるために開講．1年生から自由参加．

その他の特色～自主ゼミ



その他の特色～数学サポート

• 木曜4・5限にラーニング・コモンズで開催

• DSの学部生・大学院生によるマンツーマン形式による指導

• 予約不要，出入り自由，もちろん無料
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〇１標本検定
〇解析学全般について
〇解析学の演習の質問
〇解析学中間範囲
〇陰関数の微分の証明
〇ラグランジュの未定乗数法
〇M推定について
〇共役事前分布について

〇一般化モーメント法についての質問
〇Pythonで主成分分析をやる方法
〇主成分の最適化問題について
〇変数変換を用いた重積分について
〇解析学の積分について
〇解析学のテスト解説
〇履修相談

これまでの質問の例



今後の組織の拡大計画
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社会人のリスキリング
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リスキリングに取り組んでいる内容

エンジャパン：転職サイト『ミドルの転職』で約１７００人を調査した結果

社会人のリスキリング



社会人のリスキリング

１．会社・自治体が大学院に派遣

修士課程で、毎年15人から20人が派遣社会人

ほとんどが、派遣元組織の課題とデータをもとに修論完成

２．個別の会社の社員向けに講義
トヨタの系列会社のDX中核社員向け講義・・・200人規模

医薬・製薬企業向けの講義・・・30人規模

３．MOOC教材や教科書を作成して、企業で社内教育用に使用してもらう
25



課題解決 人材育成

共同研究 教材作成

大学院派遣

学術指導 人材育成プログラム

DS・AIイノベーション研究推進センター



卒業後の進路

27



学部卒業生の進路
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修士卒業生の進路
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これからのデータサイエンス人材
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これまでのDSにからむ大学教育の主流
T字型の学び

データ分析

専
門
領
域
の
学
習

学年進行



データサイエンスの教育
逆Π（パイ）字型の学び

領域を複数経験

領
域②

価
値
創
造
の
練
習

領
域①

価
値
創
造
の
練
習

データサイエンスの
専門知識の学習

学年進行
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学年進行
領
域
①

価
値
創
造
の
練
習

領
域
②

価
値
創
造
の
練
習

データサイエンスの
専門知識の学習



これからのデータサイエンスの学び方
DSと専門領域を並行して学ぶ

専
門
領
域
の
学
習

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

学年進行
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

(狭義の）データサイエンティスト
の仕事

情報工学 統計学
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

課題の発
見・設定

価値創造

（狭義の）データサイエンティスト

情報工学 統計学現場の知識 現場の知識
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

課題の発
見・設定

価値創造

データサイエンティスト

情報工学 統計学現場の知識 現場の知識

• 現場と協働し課
題を発見する力

• 新しいサービ
ス・ものへの嗅
覚（好奇心）

• プレゼン能力

• 他人を巻き込
む力

• 説得する熱意
• デザイン思考
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

課題の発
見・設定

価値創造

データサイエンティスト

情報工学 統計学現場の知識 現場の知識

• 現場と協働し課
題を発見する力

• 新しいサービ
ス・ものへの嗅
覚（好奇心）

• プレゼン能力

• 他人を巻き込
む力

• 説得する熱意
• デザイン思考

ローコード、ノーコー
ド、AIによる自動化で
需要が減る（普遍化）
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データ
収集・

加工・処理

データ
分析・解析

課題の発
見・設定

価値創造

データサイエンティスト

ビジネス(エンタープライズ）アーキテクト 

情報工学 統計学現場の知識 現場の知識

• 現場と協働し課
題を発見する力

• 新しいサービ
ス・ものへの嗅
覚（好奇心）

• プレゼン能力

• 他人を巻き込
む力

• 説得する熱意
• デザイン思考



DXに係る職種の分類（情報通信機構）
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アメリカでの人気職業 （2022・12・22日経新聞記事）
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ご清聴いただき、どうもありがと
うございました。
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